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まえがき

社団法人海外農業開発 コ ンサル タ ン ツ協会 ( 瓜C A) は､ 平成 13 年 3 月 19 日か ら 3 月 31

日の 13 日間にわたり､ イ ン ドネシア 国に下記メ ンバ ー で構成される調査団を派遣し､ イ ン

ドネシア東部地域の 東および西ヌ サテ ンガ ラ州 を対象にプ ロ ジ ェ クトフ ァ イ ンデ イ ン グ調

査を実施 した｡
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｢ イ+ 国政府は ｢ 第 2 次 2 5 ケ 年長期計画 (PJP T II) + の 第 1 段階として の ｢ 第 6 次国家

開発 5 カ年計画( REP ELI TA
-ⅤⅠ: 1994/ 95 - 9 8/99) + におい て ､

主要食糧とくに米の 自給確保 ､

工 業化を進め る中で拡大する都市と農村の 格差の 是正および貧困問題 の 解消 を重点課題 に

掲げ､ そ の課趨を克服すべ く努力 してきた｡ こ の 中で ､ 特に半乾燥地帯で農業生産性が低

く､

｢ イ+ 国内で も開発 の遅れて い る貧 困地域と位置づ け られて い る東部地域は重点地域と

して 取り上げられ ､
地下水潅漑開発事業 が実施されて きた ｡

我 が国は ､ かねて より ｢ イ+ 国政府 の 各種政策に対 し､ ア ン ブ レ ラ方式等による積極 的

な協力を行 っ ており､ 上記 5 ケ年計画に対して も東部地域を対象に地下水潅漑開発の ため

の 井戸掘削機関連機材調達を内容とする無償資金協力を 1996 年か ら 3 件実施 した｡ しか し

ながら､ 199 7 年 7 月以降の 東南ア ジ ア通貨危機の 影響で ､

｢ イ+ 国も深刻な経済危機に陥り ､

上記関連潅漑開発計画の 予定通りの 実施が困難な状況に立 ち至 っ た｡ こ の ような状況 に鑑

み ､ 我が国政府は ､ 経済危機の 影響を最も受けて い る弱者の 救済を図 るとともに ､ 過去 に

実施 した無償資金協力案件によ る調達機材の 有効利用を促進するとい う観点から､ 199 9 年

度 に東部地域の 北ス ラ ウ ニ シ 州､ 南東 ス ラ ウ ェ シ州お よび東ヌ サテ ン ガ ラ州を対象に ､ 14

地区におい て井戸掘削及び 小規模潅漑施設の 建設の 無償資金協力を実施 した｡

本調査は､ 上 記無償資金協力の成功を踏まえ､
引き続き東部地域で 更に支援を必要と して

い る東ヌサテ ン ガ ラ州 の フ ロ
ー

レス 島､ ス ン バ 島と前回対象か らはずされた西ヌ サテ ンガ

ラ州の ロ ン ボク島､ ス ン パ ワ島を対象に ､ 前回同様の 深井戸を水源とする小規模潅漑施設

整備する計画を我が 国の 無償資金協力に つ なげる べ く実施 した調査で あり ､ 本報告書は ､

そ の 調査結果をとりまとめたもの で ある ｡

本調査の 実施 にあたり､ イ ン ドネシ ア 国居住地域イ ン フ ラ省水資源総局 ､ 在イ ン ドネシ ア

日本大使館および JIC A イ ン ドネシア事務所の 関係者各位か らご協力を得たこ とを付記 し､

感謝の 意を表 します｡

平成 13 年 3 月

調査団 団長 天野 常雄
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1 . 背景

1 . 1 イ ン ドネ シ ア 国の概況

イ ン ドネ シ ア 共和国 ( 以下 ｢ イ+ 国とい う) は､ 人 口約 2 .0 6 5 憶人､ 国土面積

約 1 9 3 万 7 1 79 k m 2 ( 日本の約 5 倍) を有した 1 3 , 70 0 の 島々か らなる世界最大

の 島し よ 国で ある ｡ 人 口増加率は 1 . 0 4 % ｡ ジ ャ ワ 島は面積が 1 2 7 ,4 9 9 k m 2 で 全

体の 6 . 6 % で ､ そ こ に全人 口 の 58 . 7 % に当た る 1 億 2 1 1 9 . 1 万人が住む ｡

｢ イ+ 国経済は､ 1 9 9 7 年夏 に発 生 した通貨危機と ､ 政 治の 混乱 により 1 9 8 8

年 に は成長率 -

1 3 . 7 % と落ち込 んだ｡ 1 9 9 9 年の G D P は 1 , 1 0 7 兆 2 ,9 1 1 億ル ピア

で 0 . 2 3 % の 微増となり回復の 兆 しが出て きて い る ｡ 農業分野 は 2 1 4 兆 8 フ85 億

ル ピ ア で 全体の 1 9 .
4 % を占める ｡ 1 9 9 7/9 8 年 のイ ン フ レ率は全国 2 7 都市の 平均

が ( 1 9 9 6 年 = 1 0 0) 3 9 . 7 4 % ､ 食料分野 は 5 7 .8 9 % に達 した ｡ 1 9 9 9 年は
･

1 . 1 0 % で

下が っ て きて い る ｡

1 9 9 6 /1 9 9 7 か ら 1 9 9 8/1 9 9 9 の 歳入 は 9 9 兆 5 3 0 0 億ル ピ ア ､ 1 3 2 兆 1 0 億ル ピ

ア ､ 2 1 5 兆 1 3 0 0 億ル ピ ア ､ 歳出は 9 8 兆 5 13 0 億ル ピ ア ､ 1 3 1 兆 8 0 6 0 億ル ピ ア ､

2 1 5 兆 58 6 0 億ル ピア とな っ て お り､ 1 9 9 8 /1 9 9 9 は 4 5 6 0 億ル ピ ア の歳出超過と

な っ た｡ 1 9 9 9 /2 0 0 0 の 予算は 2 1 9 兆 6 0 4 0 億ル ピ ア で そ の うち 3 0 兆ル ピ ア が プ

ロ ジ ェ ク ト開発援助 によ る資金で ある ｡

表 1 -

1 全 国 2 7 都市の イ ン フ レ率 ( % )

1 9 9 5 /9 6 1 9 9 6/9 7 1 9 9 7/9 8 1 9 9 8/9 9

全般平均 5 . 1 7 3 4 .
2 2 3 9 . 7 4

･

1 . 1 0

食料 3 . 8 2 4 6 . 1 0 5 7 .8 9 ･

1 1 . 3 0

家屋 3 . 4 8 2 2
. 7 9 2 3 . 6 5 4 . 1 2

衣類 4 . 8 0 4 6 . 4 1 3 6 . 4 1 2 . 7 2

健康 ･ 衛生 9 . 4 6 2 4
.8 6 3 6 . 3 5 3 . 2 6

教育 ･ ス ポ ー

ツ 2 0 . 1 1 6 .0 2

運輸 ･

通信 3 6 . 7 1 2 . 8 3

出所 : S t ati sti c 山 Y b a r B o o k of 1 9 9 9



表1 ･

2 産業別国内総生産 ( 単位 : 1 0 億ル ピ ア)

1 9 9 6 1 9 9 7 19 9 8 1 9 9 9

農業 ･ 漁業 ･ 林業 8 8
,
9 7 1 . 8 10 1

,
0 0 9 . 4 18 1

,
0 2 0 . 5 2 1 4

,
8 78 . 5

鉱業 ･ 採石 4 6
,
0 8 8 . 1 5 5

,
5 6 1 . 7 13 7

,
6 2 9 . 0 1 0 9

,
6 4 5 . 7

製造 業 1 3 6
,
4 2 5 .
9 16 8 , 1 7 8 . 0 2 4 5

,
4 1 0 .8 2 8 5

,
5 1 3 . 2

電気 ･ ガス ･ 水道 6 ,8 9 2 .6 7 ,8 3 2 . 4 1 1
, 1 4 9 .
0 1 3 , 1 6 0 .

4

建設業 4 2 ,0 2 4 .8 4 6
,
6 7 8 . 8 5 5 , 5 9 0 .8 6 6 ,3 6 0 .3

卸売 ･ 小売 ･ ホテ ル ･ 飲食 8 7
,
1 3 7 . 2 9 9 ,5 8 1 . 9 1 6 7 , 1 1 6 . 7 1 8 2 ,8 1 8 . 1

運輸 ･ 通信 3 4 ,9 2 6 .3 3 8
,
5 3 0 .9 5 1 ,9 3 7 .

2 6 6 ,0 7 6 .8

金融 ･ 保険 4 3 ,9 8 1 .
9 5 4 , 3 6 0 . 3 7 0

,
0 0 7 . 2 7 0

,
4 3 2 . 0

サ ー ビス 4 6
,
2 9 9 . 4 5 5

,
9 6 2 . 0 8 2

,
4 7 1 . 8 9 8

,
4 0 6 _ 2

国内総生産( G D P) 5 3 2 , 5 6 8 . 0 6 2 7 , 6 9 5 . 5 1 , 0 0 2 ,3 3 3 . 0 1
,
1 0 7

,
2 9 1 . 1

実質 G D P 成長率(% ) 7 .8 2 4 . 7 0
-

1 3 . 2 0 0 . 2 3

出所 : S t ati sti c al Y ぬ r B o o k of 1 9 9 9

表 1 ･

3 歳入 ･ 歳出 ･ 為替 レ ー ト

1 9 9 5/9 6 1 9 9 6/9 7 1 9 9 7 /9 8 1 9 9 8 /9 9

歳入(1 0 億ル ピ ア) 8 2 , 0 2 3 9 9 ,5 3 0 1 3 2 ,0 0 1 2 1 5
,
1 3 0

歳出(1 0 億ル ピア) 9 8 ,5 1 3 1 3 1 ,8 0 6 2 1 5 ,5 8 6

為替 レ ー ト(1 ドル = ル ピア) 2
, 3 0 8 2

,3 8 3 4
,
6 5 0 8

,
0 2 5

出所 : S t a ti stic al ｢ ねa ご B o o k of 1 9 9 9

1 . 2 計画 の 背景 ･ 経緯

｢ イ + 国政府は ､ かねて より､ 国家開発の 基本政策と して ､ 工 業化 の 促進とな

らんで ､ 食糧 の 自給達成を最大 の 重点課題の
一

つ と して ､ 潅概開発をは じめ と

する農業投資を積極的に進め､ 19 8 4 年に は食糧 の自給達成に成功 した｡

しか しながら 1 9 8 0 年代後半以降､ 単位面積当たり の収 量上昇率が鈍化 した こ

と､ また ､ 工 業化の 進展 に より優良耕地が工業用地等に転用され始めた こ とな

どに起因 して 米 の 生産は停滞 して い る中で ､ 増加 す る人 口 に より食糧需要 が増

大 し､ 米 の需給状況は著 しく逼迫 してきた ｡ 加えて ､ 19 9 7 年の 異常気象変動( ェ

ル ･ ニ ー ニ ヨ 現象) は､ 農業生産 へ 大 きな打撃を与え ､ 食糧事情を 一 層悪化させ

た｡

また経済面で は､ 工業化 が進む中で都市と農村の格差が益々拡大 し､ 国家的問

題 になる に至 っ た ｡ ｢ イ+ 国政府は ､ こ の様な社会情勢に対応 して ｢ 第6 次国家

開発 5 カ年計画( R E P E L I T A
･ Ⅵ : 1 9 9 4/9 5

･

9 8/9 9) + にお い て ､ 主要食糧とくに



米の自給確保､ 地域格差の 是正お よ び貧困問題の解消を重点課題と して掲げ､

そ の 課題を克服す べ く努力 して きた ｡ こ の 中で ､ 特 に開発の 遅 れた東部地域が

重点地域として取り上げられ地下水潅漑開発事業が実施されてきた ｡

我 が国は､ かねて よ り ｢ イ+ 国政府 の食糧自給達成を目的とする各種政策に対

し､ ア ン ブレ ラ 方式等 による積極的な協力を行 っ て お り､ とく に最近 で は､ 全

国の地下水開発計画 5 5 ,0 0 0 b a の うち､ 東部5 州( 北ス ラ ウ ェ シ､ 南東ス ラ ウ ェ

シ ､ 東ヌ サ テ ン ガラ ､ 東チ モ ー ル およびイ リ ア ン ジ ャ ヤ州) を対象に約 5 ,2 0 0 b a

の 潅漑 開 発 を実施 す る の に 必 要 な 井 戸 掘 削機関連機材 の 調達 を 内容 と す る ､
｢ 東部地域潅漑機材整備計画 1/2 期 ( 1 9 9 6 年) + ､ ｢ 東部地域潅漑機材整備計画

2/2 期 ( 1 9 9 7 年) + ､ 及 び ｢ 潅漑機材整備計画 ( 1 9 9 7 年) + の 無償資金協力を実

施 して い る ｡

しか しながら､ 1 9 9 7 年 7 月以降の 東南ア ジ ア の 通貨危機は｢ イ+ 国にも影響が

及び ､ ｢ イ+ 国はル ピ ア 下落に伴う経済危機に陥り､ 国際通貨基金 (I M 甘) の 指

導等の厳 しい 緊縮予算を余儀なくされる に至 っ た｡ そ の 結果 ､ 潅漑施設整備事

業 へ の 内貸予算の 配分 が 困難となり､ 上記 潅漑開発計画 の 予定通りの 実施が 困

難な状況 に立ち至 っ た ｡

こ の よう な状 況 に鑑 み ､ ｢ イ+ 国政府は我が 国 に対 し北 ス ラウ ェ シ州､ 南東ス

ラウ ェ シ州､ イ リア ン ジ ャ ヤ 州及 び東ヌ サテ ン ガ ラ州 ( 以 下 ｢ N T T 州+ とい う)

にお い て 井戸掘削及 び小規模潅漑施設 の 建設 に 閲 し無償資金協力 の 要請を行 っ

た ｡ こ の 要請を受 け我が国は､ 経済危機 の 影響を最も受けて い る弱者の救済を

図る ととも に､ 過去 に実施 した無償資金協力案件 によ る調達機材 の 有効利用を

促進する とい う観点か ら､ 1 9 9 9 年度の 無償資金協力 で調査 の結果 ､ 北ス ラウ ェ

シ州5 地区､ 南東ス ラウ ェ シ州4 地 区､ N T T 州 フ ロ ー レス 3 地区 ､ N T T 州ス ン

バ 2 地区､ 計 1 4 地 区の 深井戸を水源とする小規模潅漑施設 の建設工事を実施 し

た｡

一

方 2 0 0 1 年に な っ た現在でも ｢ イ+ 国経済の復興は遅 々 と して進まず､ 政府

予算は依然として 削減されたままで あり､ 東部地域の潅漑開発計画も予定通り

の実施が困難な状況 に変化は見られない ｡ こ の ような状況 の中で ､ 上記 1 9 9 9 年

度 の 無償資金協力の成功を受けて ､ さ らに開発支援を必要とする N T T 州および

東部地域内で残された州で あり且 つ 安全 上問題 の な い 西 ヌ サ テ ン ガラ州 ( N T B

州) か ら､ 我国に対 し 1 9 9 9 年度 の 支援と同様の無償資金協力を強く要望 して い

る との こ とで ､ 本プ ロ ジ ェ ク トフ ァ イ ン デイ ン 調査を実施する こ ととな っ た｡

調査 の 対象地区は､ N T T 州の フ ロ ー

レ ス 島とス ン バ 島および N T B 州 の ロ ン ボ

3



ク島､ ス ン パ ワ 島で ある ｡ N T T に ある深井戸掘削機は ､ 前回同様有効活用で き

るが ､ N T B 州にある 日本の援助で調達された深井戸掘削機 9 セ ッ トは ､ そ の ほ

とん どが老朽化してお り､ 修理 して有効活用する必要があ る ｡



2 . 地区の 概要

2 . 1 地形 ･ 気候

( 1 ) N T B 州

N T B 州は ロ ン ボク島､ ス ン パ ワ 島からなり ､ 面積が ロ ン ボク島は 4 , 73 8 . 7 k m 2 ､

ス ン パ ワ 島が 1 5 ,4 1 4 .4 5 k m 2 で ある ｡ 東経 1 1 5
0

4 6
′

から 1 1 8
0

2 2
′

､ 北緯 8
0

1 2
′

か ら北緯9
0

7
'

に位置 し､ ロ ン ボク島の 西に バ リ島､ 東側に ス ン パ ワ 島が

ある ｡ ロ ン ボク の 降雨 は年間平均 1 ,6 9 8 m m ､ 平均気温 2 6 . 4
0

C ､ ス ン パ ワ 島の 降

雨 は年 間平均 1 ,6 9 6 m m ､ 平均気温 2 7 . 3
0

C で ある ｡

ロ ン ボク島の中央部から北より の と こ ろに標高 3 , 2 7 6 m の リ ン ジ ャ ニ 山が そび

え ､ 南北 に 丘陵 が広 が る ｡ 西側 ､ 南側の 海岸地帯は観光地と して 開発が進 んで

い る ｡ 農地は南北に広がるが､ 地下水を利用 した農業は北側に多い ｡

ス ン パ ワ 島は東西 に細長く､ 1 0 0 0 m を超える 山々 が島全体に連立 して い る ｡ 島

北部に幹線道路が走り ､ 農地も北側に広が っ て い る ｡

( 2 ) N T T 州

N T T 州はス ン バ 島､ フ ロ ー

レ ス 島､ チモ
ー

ル 島等か らな り､ 東経 1 1 8
0

か ら

1 2 5
0

､ 北緯 8
0

か ら北緯 1 2
0

に位置す る ｡ 面積はス ン バ 島が 1 1 ,0 4 0 k m 2 ､ フ

ロ
ー

レ ス 島が 1 4 , 2 3 1 k m 2 ､ チ モ ー

ル 島が 1 4 , 3 9 4 . 9 k m 2 ( 西チモ ー ル の み) で あ

る ｡ ス ン バ 島の 降雨 は西側で 1 ,8 3 0 m m ､ 東部で 7 2 1 m m ､ フ ロ ー

レ ス 島は西部

で 2 ,6 1 2 m m ､ 東部で 1 , 0 5 8 m m ､ チモ ー ル 島で 1 ,4 1 1 m m で ある ｡

2 . 2 社会経済

( 1 ) N T B 州

N T B 州 の 人 口 は 1 9 9 9 年現在 3 , 9 2 1 , 3 0 0 人 ｡ G D P は 7 兆 7 8 4 9 億ル ピ ア ｡ 一

人 当たり G D P は 2 , 0 3 8 , 1 7 2 ル ピア で ､ イ ン ドネ シ ア 全国平均 4 ,9 4 0 , 6 9 2 ル ピ ア

の 4 1 % で低 い ｡

1 9 9 9 年 の N T B 州農村部 の 貧困基準は 7 4 ,6 7 7 ル ピア/ 人/ 月で ある ｡ 貧困 ライ

ン以下 の人 口 は 1 , 0 2 7 ,6 0 0 人で農村部の 3 3 . 2 1 % に あたる ｡

ロ ン ボクは 西 口 ン ボク ､ 中央 口 ン ボク ､ 東 口 ン ポク の 3 カ ブ パ テ ン から成 る ｡

西 口 ン ボクの 人 口 は 1 99 9 年現在6 3 7 ,9 8 0 人､ 人 口増加率 2 .0 5 % ｡ 産業総生産量

は 1 兆 2 5 8 0 億ル ピ ア で ､ そ の うち農業生産量は 4 9 8 6 億ル ピア で全体の 3 9 .6 %

を占める ｡ 東 口 ン ボクの 人 口は 1 99 9 年現在9 6 8 , 7 5 5 人､ 人 口増加率 2 .
15 % ｡ 地

区別産業総生産量は 1 兆 6 千 7 億ル ピア で ､ そ の うち農業生産量は 7 4 2 7 億ル ビ



ア で 全体 の 4 6 .
4 % を占める ｡

ス ン パ ワ はス ン バ ワ ､ ドム プ ､ ビ マ の 3 カ ブパ テ ン から成る ｡

( 2 ) N T T 州

N T T 州の人口 は 1 99 9 年現在3 ,8 5 0 , 1 0 0 人 ｡ G D P は 4 兆 7 5 8 3 億ル ピ ア ｡ 一

人当た り G D P は 1 ,2 6 8 ,3 0 2 ル ピ ア で ､ イ ン ドネ シ ア 全国平均 4 ,9 4 0 ,6 9 2 ル ピア

の 2 6 % で か なり低い ｡

1 9 9 9 年の N T T 州農村部の貧困ライ ンは 6 6 ,1 4 3 ル ピ ア/ 人/月 で ある ｡ 貧困ラ

イ ン以下 の 人 口 は 1 ,6 3 2 , 7 0 0 人で N T T 州農 村部 の 4 9 . 3 9 % に あた る ｡ 1 9 9 7 年資

料で は､ N T T 州全体の 農業生産量は 1 兆 7 ,5 0 4 億ル ピ アで 総生産量 の 4 3 % を占

める ｡

ス ン バ 島は西ス ン バ と東ス ン バ の 2 カ ブ パ テ ン から成る ｡ 1 9 9 9 年の 資料 で は

西ス ン バ 人 口 は 3 4 1 , 0 6 6 人 ､ 農業生産量は 2 ,1 2 0 億ル ピ ア で 総生産量 の 6 6 % を

占め る ｡ 東ス ン バ 人 口 は 1 7 8 , 6 9 6 人 ､ 農業生産量は 1 , 2 3 7 億ル ピ ア で 総生産量

の 4 4 % を占め る ｡

フ ロ ー レス 島は東フ ロ ー レ ス ､ シ ツ カ ､ エ ン デ ､ ガ ダ､ マ ン ガリの 5 カブ パ テ

ン か ら成 る ｡ 1 9 9 7 年の 資料で は人 口は ､ それぞ れ 2 7 0 , 2 1 4 人 ､ 2 5 1 , 8 4 9 人 ､

2 2 7
,
1 7 1 人 ､ 2 1 2 , 2 7 2 人 ､ 5 7 1 , 2 8 0 人 ｡ 地域別 G D P は 1 9 7 8 億ル ピ ア ､ 2 1 4 7 億

ル ピ ア ､ 2 2 4 8 億ル ピア ､ 1 7 7 0 億ル ピ ア ､ 3 6 5 6 億ル ピ ア ｡

蓑 2 -

1 農村の貧困ライ ン

地域
貧困ライ ン(R p ノ人/月) 貧困ライ ン以下 の 人口(千人) 貧困 ライ ン以 下の人 口比率( %)

1 9 9 6 1 9 9 9 1 9 9 6 1 9 9 9 1 9 9 6 1 9 9 9

B a 上 3 3
,
3 0 3 8 1

,
4 5 6 1 4 0 . 1 1 4 3 . 3 7 . 3 8 7 . 9 4

N T B 3 0
,
8 4 7 7 4

,
6 7 7 9 4 5 . 7 1 , 0 2 7 . 6 3 1 .8 7 3 3 . 2 1

N T T 2 8 ,4 8 0 6 6 , 1 4 3 1
,
2 6 4 . 2 1

,
6 3 2 . 7 4 0

.9 9 4 9 .3 9

全国 3 1 ,3 6 6 7 4 , 2 7 2 2 4 ,9 16 . 6 3 2
,
3 3 2 . 2 1 9 . 9 2 2 6 . 0 3

出所 : S t atis tic al Y b a r B o o k of 1 9 9 9

2 . 3 農業

( 1 ) N T B 州

N T B 州の農業は ロ ン ボク ､ ス ン パ ワ とも に稲作 が多く天水 に頼 っ て い ると こ

ろ が多い ｡ 畑作と して大豆 ､ 緑豆 ､ 落花生 ､ ささ げ､ 野菜､ ジャ ガイ モ ､ サ ツ

マ イ モ ､ トウモ ロ コ シ ､ キ ャ ッ サ バ等を栽培 して い る ｡



西 口 ン ボクの米生産(水 臥 乾田共) は面積 38 ,8 5 2 b a ､ 生産量 1 6 8 ,5 2 6 ト ン ､ 平

均単収 4 .3 トン/ b a ｡ 東口 ン ボクの 米生産は面積 6 5 , 5 9 3 b a ､ 生産量 2 76 , 4 5 7 ト

ン ､ 平均単収 4 . 2 トン/ b a ｡

1 9 9 8 年資料の カ ブパ テ ン ス ン パ ワ の 米生産(水田 ､ 乾田共) は面積 6 0 ,5 1 7 b a ､

生産量 2 8 5 ,2 7 3 トン ､ 平均単収 4 . 7 トン/ b a ｡

表 2 -

2 N T B 州の 米生産

1 9 9 5 19 9 6 1 9 9 7 19 9 8 1 9 9 9

面積払a) 2 82
,
6 5 6 2 9 4

,
2 4 3 2 9 4

,
6 7 9 3 1 7

,
3 2 6 3 2 4 , 1 6 3

生産量( トン) 1
,
2 3 5 , 8 8 2 1

,
2 9 1

,
1 4 0 1

,
2 9 4

,
4 8 3 1 ,3 4 4 , 7 1 7 1 ,3 9 7 , 1 4 8

単収( トン瓜 a) 4 .4 4 . 4 4
.
4 4 .2 4 .3

出所 : S t a ti sti c al ｢由a r B o ok of 1 9 9 9

表 2 ･

3 N T B 州の 主要農産物 ( 単位 : トン)

1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

メ イ ズ 5 2
,
1 9 7 6 5

,
4 7 2 7 0

,
7 0 2 7 7

,
4 1 2 6 8

,
6 7 2

キ ャ ッ サ バ 1 1 1
,
5 5 3 1 3 0

,
3 4 7 1 1 8

,
9 6 8 1 1 3

,
9 3 3 9 8

,
5 7 2

サ ツ マ イ モ 4 3 , 3 0 1 3 2
,
1 7 6 1 7 ,0 6 4 2 8 ,3 0 9 1 3

,
5 9 9

落花生 2 5
,
7 0 9 2 6

,
2 5 7 25

,
3 7 6 2 3

,
9 4 1 2 2

,
1 9 4

大豆 1 3 6
,
7 7 3 1 3 5

,
1 5 6 1 2 2 , 3 4 5 1 2 4

,
2 7 3 1 1 4

,
7 7 8

出所 : S t a tistic al l もa r B o o k of 1 9 9 9

( 2 ) N T T 州

N T T 州の 農業も各島々共稲作が多く天水 に頼 っ て い ると こ ろが多い ｡ 畑作 と

して 大豆 ､ 緑豆 ､ 落花生 ､ ささげ､ 野菜､ ジ ャ ガイ モ ､ サ ツ マ イ モ ､ トウ モ ロ

コ シ ､ キ ャ ッ サバ 等を栽培 して い る ｡

1 9 9 7 年の 資料 で は N T T 州全体で は米生産(水 田､ 乾田共) の 面積は 1 7
■
5
,
4 9 0 b a ､

総生産量 4 6 3 , 1 5 4 トン ､ 平均単収 2 .6 トン/ b a ｡

1 9 9 9 年資料で は西ス ン バ の米生産は 2 1 , 2 3 0 b a ､ 総生産量 70 ,9 5 5 トン ､ 平均

単収 3 . 3 トン/ b a ｡ 東ス ン バ の 米生産は 1 5 ,0 8 4 b a ､ 総生産量 3 9 ,0 1 8 トン ､ 平均

単収 2 . 6 トン/ b a ｡

表 2 -

4 N T T 州の 米生産

19 9 5 19 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

面積払a) 1 5 9
,
82 3 1 7 6

,
1 0 8 1 7 5 ,4 9 0 1 6 5

,
5 4 0 1 7 6

,
6 6 3

生産量( トン) 4 1 9 ,9 2 9 4 6 5 ,5 3 4 4 63
,
1 5 4 4 3 2 ,2 1 9 4 8 1 ,8 7 6

単収( トン瓜 a) 2
.6 2 . 6 2 .6 2 . 6 2 . 7

出所 : S t ati sti c al 瀧 a r B o o k of 1 9 9 9



表 2
-

5 N T T 州の主要農産物 ( 単位 : トン)

1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

メイ ズ 4 1 6 ,3 6 2 5 5 1 , 85 5 5 5 7
,
4 5 7 4 8 3

,
7 9 3 4 4 5

,
0 1 9

キ ャ ッ サ バ 8 3 0
,
2 4 0 8 4 9

,
6 0 6 9 2 2

,
3 8 3 6 8 9

,
3 7 3 6 5 0

,
5 5 2

サ ツ マ イ モ 9 3
,
3 1 5 8 2

,
7 5 9 8 1

,
1 4 5 6 6

,
6 4 4 5 4 , 1 4 2

落花生 8
,
9 3 8 1 0

,
1 6 4 1 0

,
0 5 4 9

,
7 9 7 9

,
7 8 7

大 豆 4
,
1 0 8 4

,
2 9 6 4

,
4 5 2 2

,
9 1 7 5

,
6 6 6

出所 : S t a ti s tic 山 Y b a r B o ok of 1 9 9 9

2 . 4 井戸掘削機械 の 保管状況

( 1 ) ロ ン ポク島

マ タ ラ ム 地下水開発事業所 に は4 台の リグがある ｡ 利根製が 2 台､ 鉱研製 が 2

台｡ パ ー

ツ の 交換で修理可能なも の は鉱研製の 1 台の み で ､ 他 の 3 台は修理不

可能なほ どに損傷 して い る ｡

( 2 ) ス ン パ ワ 島

ス ン パ ワ 地下水事務所 には 3 台の リ グがあ る ｡ 利根製が2 台､ 鉱研製が 1 台｡

早 急にオ ー

バ
ー

ホ
ー

ル の 必要があ る の は利根製1 台及 び鉱研製の 1 台､ 残り 1

台はパ ー ツ の 交換 ･ 整備 により使用可能で あ る ｡

( 3 ) ス ン バ 島

ク パ ン地下水開発車務所 には 2 0 0 0 年度､ 我が 国 の 無償資金協力 の建設 工事に

使用 したリ グ2 台がある ｡ 2 台とも利根製で 1 台はク パ ン ､ 1 台は ワ イ ン ガ ブ

で 保管されて い る ｡ 使用 可能で ある ｡

( 4 ) フ ロ
ー レス 島

マ ウメ レ地下水開発事務所に は､ 2 0 0 0 年度､ 我が国の 無償資金協力 の建設 工

事に使用 したリグ 1 台が ある ｡ 鉱研製で使用可能で あ る ｡

( 出所) : 居住地域イ ン フ ラ省水資源総局技術指導局 ､ 井戸掘削リグチ ェ ッ ク報

告書､ 平成1 3 年 3 月



3 . 計画概要

3 . 1 開発構想

本計画地域は N T B 州の ロ ン ボク島､ ス ン パ ワ 島､ N T T 州の ス ン バ 島､ フ ロ
ー

レス 島を対象とする ｡ 日本政府の援助で調達 した井戸掘削機材の有効活用 によ

り地下水潅漑施設を整備する ｡ 地方分権 ､ ボトム ア ッ プ方式を生か し､ 参加型

農業を実践するため受益農民 の参加協力 によ り､ 農業支援組織の設立
･ 改善を

図 っ て ゆく ｡

3 . 2 プ ロ ジ ェ ク トの 目標

( 1 ) 上位 目標
･

国家が 重点課題とする東部地域 にお ける貧困問題の解消および地域格差 の 是

正 に寄与する ｡

( 2 ) 目的
･ 地表水潅漑が 困難な貧困農村地域を対象に ､ 地 下水 を水源 とす る小規模潅漑

施設を整備 し､ 脆弱な農業構造の改善を図り､ 安定 した農業生産を確保する ｡

･ 弱者 ･

貧困農民 の 生活 の 安定と向上を速やかに 図 る ｡

･ 受益農民 が自主的に創設 ･ 運 営す る水利組合を強化す る ｡

･ こ れまで 日本政府が供与 した井戸掘削機材の 有効利用を図る ｡

3 . 3 計画概要

( 1 ) プ ロ ジ ェ ク トコ ン ポ
ー

ネ ン ト

下記 の 4 項目か らな る｡

①井戸掘削機材の補修
･ 整備

(塾潅漑施設資機材の供与

③井戸
･ 潅漑施設 の建設

④水利組合設立 の支援
･ 運営ソ フ ト支援

①井戸掘削機材の補修 ･ 整備

修理可能な機材 の供与を行い ､ 現在保有されて い るリ グを使用で きるよう に

する ｡



②潅漑施設資機材の供与

ポ ン プ ､ 原動機､ 揚水管､ パ イ プ､ 鉄筋､ 及 び セ メ ン ト､ 砂利 ､ 砂､ レ ン ガ､

コ ン ク リ
ー

トブロ ッ ク等建設資材を供与する ｡

③井戸 ･ 潅漑施設の建設

深度6 0 ～ 9 0 m ､ 口径 1 2
”
～ 8

”

の深井戸を掘削す る ｡ ポ ン プ ハ ウス を建設 し ､ ポ

ン プ ､ 原 動機を設置す る ｡ パ イ プ ライ ン により各圃場に配水す る ｡ 各圃場に は

配水ボ ッ クス を設け水管理を行う ｡ その他空気弁､ 排水弁等の付帯構造物を設

置す る ｡

1 本 の 井戸 によ る潅漑面積は 1 5 ～ 2 0 b a ｡ 配水ボ ッ クス は 1 ケ所瓜 a 程度設 け

る ｡

④水利組合設立の支援 ･ 運 営ソ フ ト支援

プ ロ ジ ェ ク ト実施に 当たり､ 計画段階から受益農民 に参加 して も らい ､ 水利組

合を設立する ｡ P C M ､ ワ ー ク シ ョ ッ プを開催 し､ 受益農民 の 建 設工 事 へ の 参

加促進 を図り､ プ ロ ジ ェ ク トへ の 意識の高揚を支援す る ｡

( 2 ) 計画対象地域

N T B 州 の ロ ン ボク ､ ス ン パ ワ で は各地の農民か らの 要請が出されて おり､ 候

補地が い くつ か挙げられて い る ｡

表 3 ･

1 N T B 州計画対象候補地域

島名 県名 E a b 郡名 E e c 村名 D e s a (サイト数) 面積(b a)

ロ ン ボク

L o m b o k

B a r a t

G a n g g a G e n g g el a n g ( 3) 7 5

B a y a n
S el e n g e n ( 1) 2 3

A k a r -

a k a r ( 1) 2 2

E a y a n g a n Ⅹa y a n g a n ( 3) 4 0

L o m b ok

n m u r

S a m b eli a S a m b eli a ( 8) 1 6 5

P ri n g g ab a y a B at u y a n g ( 2) 4 4

P ri n g g a b a y a ( 1) 2 7

ス ン バ ワ

S u m b a w a
U t a n S a b e d o ( 2) 4 0

A l a s B a r at L ek o n g ( 2) 4 0

D o m p u
P e k a t P ek a t ( 2) 4 0

R i w o W oj a ( 2) 4 0

B i m a
S a n g g a r P l o n g ( 2) 4 0

Ⅵ晦r a P ai ( 2) 4 0

N T T 州ス ン バ で は既に農民からの要請があが っ て きて い る ｡ フ ロ ー レス で は地

1 0



下水開発車務所が取りまとめた候補地があ る ｡

表 3 - 2 N T T 州計画対象候補地域

島名 県名 郡名 地区名 面積払a)

ス ン バ
S u m b a B a 】T at

K o di

選定中
L a】T at a m a

S u m b a
′

n m u r

P a n d a w ai

R i n di u m d ul u

フ ロ ー レ ス

M a n g g a r 由

R e o k

B a r u 1 0 0

R e o 1 5 0

M at a A iI ･ 1 0 0

S a m bi R a m p a s

N a n g a B a r a s 1 7 5

N a n g a M b a li n g 1 5 0

M もa u r 7 0

P ot a 1 0 0

Si k k a

E e w a p a n t e T a n a D ll e n 3 0

N it a
M a g e p a n d a 5 0

R e r o r oj a 4 0

T a 上b u r a W ai rbl el e r 7 5

N g g a d a A e s e s a

B o a N i o 1 0 0 0

A e r a m o 1 0 0

N g ol o m i o 1 0 0

T b w a 5 0

F l oti m T a nj u n g B u n g a W ai B a o 1 5 0 0

3 . 4 実施機関

プ ロ ジ ェ ク ト の 実施機関は居住地域イ ン フ ラ 省 ､ 水資源 総局 ( M i 血st ry of

S ettl e m e n t s a n d R e 由o n al I I 血 a st r u ct u r e , D i r e ct o r G e n e r d of W at e r

R e s o u r c e s) で ある ｡ 組織図は次図 の とおり ｡

1 1
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4 . 総合所見

4 . 1 社会 ･ 経済的可能性

｢ イ+ 国政府は｢ 第6 次国家開発 5 カ年計画( R E P E L I m
- ⅤⅠ: 1 9 9 4/9 5

-

9 8/ 9 9) +

に おい て ､ 主要食糧とくに米 の 自給確保､ 地域格差 の是正およ び貧困問題の解

消を重点課題と して掲げ､ そ の課題を克服す べ く努力 して きた ｡ こ の 中で ､ 特

に 開発 の 遅れた東部地域が重点地域と して 取 り上げられ地下水潅漑開発事業が

実施されて きた ｡

しか しなが ら1 9 9 7 年 の経済混乱以来､ 十分 な予算措置が取れない状況 にあ る ｡

既存井戸の維持管理の 予算はあるも の の ､ 新規施設 の開発 の 予算計上は困難な

状況 にある ｡

｢ イ + 国側は､ 1 9 9 9 年度の 無償資金協力 の ｢ 東部地域濯概施設整備計画+ の

成功を受けて ､ 引 き続きそ の 2 n d フ ェ ー ズと して 本件 の実施採択を切望 して お

り ､ 現在保有さ れて い る リ グの 有効利用を促進す る観点か らも早急 な支援が望

まれ る ｡ なお ､ N T B 州､ N T T 州 ともに治安上 の 問題はない ｡

4 . 2 技術的可能性

2 0 0 0 年度の 日本 の 無償資金協力で ､ 先に無償援助されたリグを活用 して ､ 北

ス ラウ ェ シ州5 地 区､ 南東ス ラ ウ ェ シ州 4 地区､ N T T 州フ ロ ー レス 3 地区､ N T T

州ス ン バ 2 地区､ 計 1 4 地 区の 建設 工 事を実施 した｡ 井戸 の 掘削 に際 し日本 の 技

術者が現地技術者の 現場指導に あたり､ 十分 に技術移転を行 っ て い る ｡

しか しながら限られ た工 期 と人員で ､ 距離が離れた各島々 の 工 事の 監督は ､ 移

動 に時間がかか り､ かな り困難が伴 っ た｡ 本計 画で は N T B 州と N T T 州とを案

件と して分離さ せ る ｡ ロ ン ボク島､ ス ン パ ワ 島間の移動は フ ェ リ ー 利用 が可能

で ある ｡

修理 すれば使用可能なリグが ロ ン ボク に1 台､ ス ン パ ワ に 1 台あ る ｡ ス ン パ ワ

の 他 の 2 台は早急 にオ ー バ ー ホ ー ル をする必要が あ る ｡ ス ン バ ､ フ ロ ー レ ス に

は各 1 台保管されて い る ｡ 少なくとも各島で 1 台づ つ 使用可能で あ る ｡

工 事完了後､ 施設 の 運営は受益者が水利組合を設立 して 進め る こ とに なる ｡ 計

画段階か らプ ロ ジ ェ ク トに参加 して も らい ､ 受益者自身の 力で ､ そ の 地区 に あ

つ た水管理組合の組織作りを行う ｡ 近傍地区に は表彰された水管理組合もあ る

の で ､ 現地視察や ､ 指導を受け る こ とが 可能で ある ｡
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4 . 3 現地政府 ･ 住民の 対応

1 9 9 9 年 4 月 に地方行政法､ 中央 ･ 地方財政均衡法の法律が成立 し､ 地方分権

の実施が進められて い る ｡ こ れま で の ア ッ プ ダウ ン体制からボ トム ア ッ プ体制

に移行 しようと して い る ｡ 新法に より､ 資源の 豊か な地方は従来以上 の財源 に

恵まれ る 可能性が高ま る 一

方 ､ 資源の 乏 しい 地方 で は こ れまで よ りも厳しい財

政状況 に直面する可能性がある ｡ N T B 州､ N T T 州とも に天然資源の 乏 しい 州に

属 して お り､ 財政収入が減少す る可能性がある ｡ 貧困ライ ン 以下 の住民 が多い

両州 で は､ 経済支援が不可欠で あ る ｡

半乾燥地域で あり､ 島で ある こ とか ら通年の表流水 の確保が難 しく､ 海岸近 く

で は井戸水に塩分が含まれて い る とこ ろがある ｡ 地下水 の 利用 は潅漑用水と し

て ばか りで なく ､ 生活用水 と して も利用されて い る ｡ 井戸掘削､ 潅漑施設整備

の要請は農民 か ら出て い る が政府 の 予算が限 られて おり ､ 新規 開発 は進んで い

ない ｡ 地下水を水源とする潅漑施設 の整備は政府の政策と合致 して い る ｡ 殊に

今回は ､ 前述の 地方分権化 の 影響もあり ､ 農民 か ら自発的 に支援の要請を上げ

て きて おり ､ 正 に ボトム ア ッ プ型 の プ ロ ジ ェ ク トと云 え る こ とから､ 今後 の プ

ロ ジ ェ ク トの モ デル となり得 る と判断され る ｡
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調査日程 ･ 調査者略歴

面会者リス ト

収集資料リス ト

要請書リス ト ( N T B 州)

農民 からの リク エ ス トレタ ー ( サ ン プル)
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A - 1 調査 日程及 び調査員 の経歴

日 程 表 調 査 団 員

日数 年 月 日 出発 地 到着地 宿泊地 備 考 調査団員名 経 歴

1 H 1 3 3 .1 9 (月) 東京 ジャカル タ ジャカル タ 移動 (A ､ B の み)
天野 常雄
(あまの つ ね お)

A

昭和18 年8 月8 日生 5 7 歳

昭和4 1 年3 月東京農工大学農学部卒業
平成9年4月 一現在

2 3 .2 0 (火) ジャカ ル タ

大使館 ､ JI C A ､ 水 資源 終局表 敬 ､

C
,
D
,
E 合流 太陽 コ ンサル タン ツ( 株) 技師長

3 3 .2 1 (水) ジャ カ ルタ マ タラム マ タラム
移動: ジャカル ター マ タラム( A , B , C , D , E) 大里 安 昭和2 5 年6 月 2 0 日生 5 0 歳
ロ ンボク地下水開発事務所 に て協議 (おお さと や す し)

B

昭和5 0 年3 月弘前大学農学部農業工 学科卒業
平成7 年4 月一現在
太陽 コ ンサル タンツ(株)主幹4 3 .2 2 (木) 同上 サイト調査 ･ 資料収集(A , 臥C , D . E)

5 3 .2 3 (金)
マ タラム

ス ン バ ワ

ジャカル タ

ス ン バ ワ

ジャカルタ

移動 : マ タラム
ー

ス ン バ ワ( A
,
B
,
C
,
E) ､

マ タラム
ー

ジャカ ル タ( D)
清水典尉
( しみす のりやす)

C

昭和3 2 年 9 月4 日生 4 3 歳
平成1年3 月

6 3 .2 4 (土) 同上

サイト調査
･

資料収 集(A , B , C , E) ､

資料収集(D) 鳥取大学大学院農学研究科農業工学専攻修了
平成1 年4 月一現在

7 3 .2 5 ( 日)

ス ン バ ワ マ タラム マ タラム 移動: ス ン パ ワ ー

マ タラム(A
,
B
,
C
,
E) ､

ジャカ ル タ 資料収集( D) 太陽 コ ン サ ル タン ツ( 株) 主任技師

8
3 .2 6 (月)

マ タラム
デンハ

○

サー ル

ジャ カ ルタ

デンハ
○

サー

ル

ジ ャカ ルタ

移動 : マ タラム
ー

デンハ サ
ー

ル( A
,
B
,
E) ､ マ

タラム
ー ジ ャカ ルタ( C) ､ 資料収集(D)

守分亮

(もりわけ り上う)

D

昭和4 4 年8 月 1 6 日生 3 1 歳

平成5 年3 月9

3 .2 7 (火)

デンハ
○

サ
ー

ル クパ ン
クパ ン 移動 デンハ

○

サ
ー

ル ー クハ
○

ン( A , B , E) ､
ジ ャカル タ 資料収集(C , D) 早稲田大学教育学部 卒業

平成5 年4 月一現在1 0
3 .2 8 (水) クパ ン ジャカル タ ジャカル タ

クハ
〉

ン地下水 開発 事務所 ､ 移動 クハシ
ー

ゾヤカルタ( A 月,E) ､ 資料収集(C , D ) ( 株) 鎮高組国際車業部 ジャカ ルタ事務所

1 1

3 . 2 9 (木)
同
団内打ち合わせ ､ 資料収集 ､ 資料整理
( A

,
B
,
C
,
D
,
E)

E d u a r d A z ali

( エデケアルド アサ
●

卯

E

1 9 5 0 年生まれ 5 0 歳

1 9 7 3 年
1 2

3 . 3 0 (金) ゾヤカルタ 機内
JI C A ､ 水 資源総局報告 ､

C
,
D
,
E 離脱 ア バアカデミ

ー

外国語 学科卒業
1 9 7 5 - 現在

住友商事(株) ジャ カ ル タ事務所1 3 3 . 3 1 (土) 東京 東京 移動 (A ､ B の み)
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リクエストレター(NTB,LombokTimur, Pringgabaya, Pringgabaya)

･七,r
in｡r‥O｡…9.10/P【Ulリ
ーampiran:2(dua)Leinbar

)erけ1a】　: Permohon;川Bantua】1

担1ユipa ±!止 I-'-inggabaya, 1レゞ'Oiく'.obcr 1999

Kepada

Yth. Iう叩ak I-'imp川an
P2AT

しti

Malala汀1

^･ Mempcl'halikan

l Kebしituhan akan air bagi kelQinpok tani pada-.Rukun di k)kasi

G川-=唱Siup Desa PrmggabhyとI lく.cc. Pringgabaya.

2. Banyak-i)′d.lくじIompok-kelompok talli 一ain yang tel山1 mem】叩ililくEln

L〕a山し1i川ponipa ai-'.

∩- I)e=gan ini kaini molion keiiatl叩an叫onk kiranya kelompok lani |川(l之I

Kuk川I yと=臼beniとumukan di Jala-1 G川-ung Ship Desとi Prin鎚とIbとIy之I

Kcc IVmggab叩il (l叩atnyn cli berikan I〕andほ--¥ sebuah niesii- I)0=-r)a

air

C. Seし'こl抑bahan pe-1imbangan bag! Bapak bersama ini I(と=11i 】an叩汀】can:

l I)altar na--1a-na=la anggota kelompok tai-　pada R.しIkしin Dcsとt

】'-･i=Bgab之Iya

Denah Lokasi tempat pemasangan pompa air yangく之�"imi ajuka‖.

D. Dernik山一surat ‡jermbhonan i【-i kami buat dengan　-arapan, semogc-

baninan yai-g sangat kan-i harapkan unutk bisa tercapainya cita-cita

kこIompok　し　　pada Rし1lくし=- 1⊃es;-　Pri-唱gabaya yai唱　Sa=紳

n-endan-bak州kesしIbしira-- sebagaim乙川と.i kelompok-kelornpok tai-i lilill

(叫)i-　tcr､Vujur.1

八kl-i川ya tとik lupa k之imi 1-atしirkan te山一a kasih yanu, t乙　tcrhinggit仙-s

i)a=1…n d;川duku･igai- )′;=g L1】くan bcipalくし)c川H川.

1七nibしIJ乙川

I Cn川【il Pnnggabay=

柵
ユ　t叫〕山[〕じS.(,i i'n鎚al-aya

-～ lく‖dfchPi川yy=L)岬l



1)AドTAlモNAMA-NAMA KELOMPOlくTANI

l)A13A RUKIJN

Jin. Gunしlng Siup Desa P｢inggabaya

N○NAMA PETAN! L∪AS AREAL

�")//,

TAND∧TANGAN

1 lb∪Jais

し‥■,ぺ二̂-'..1...

3ha 1

4

2 IbuMuslika 2ha
3,-シ二止t=ヒ丁■■3 BapakJ∪mahir 2ha

4 Amaq‖∪S 1,5ha 5.,.,一助 r

5 AmaqR∪h∪ー1 1∫57 ha

6 AmaqRa汀idah 0,50ha ,>lー

■■茸言-､mサ
7 ーnakKaliq 0,20卜a 訂｢■

t
■l8 ー∩akRoha∩ 0,30ha A 蘇

9 LokBranir∩ 0,55ha �"/'/ I10 Tr0 ?

-' tfo!

10 PakI∈,a 1h∂ Jち

ll AmaqKasiah 0ー80ha ll

12 AmaqR∪Sti 1,5ha

1313 LokRusli 0,75ha

14 A∩laq M∪k｢aP 1ha

15

17

15 MamikSeba∩ ○,90ha -.**
16 AmaqSaid 0,50 1 I7イ.fT

17 AmaqAlar 0ー75ha 18 闇釘

18 Amaq Burhan 0,70ー1a

19 l∩akA∩im 0,15ha 滋茄呈*:.�";:�"-j!-*�"

20 nakRat 0,80ha 20 慣'00,¥*iwー

21 ーnakSudiah 0,60h∂ ,:I;
22 ∩akDir∪n 1h∈∃ 7I

23
､

23 nakRahim 1,50,h白 -iv;̂;.'i熟

24 "'∴Iti､ ■ヾJ2∠1 InakCiuk 0,50ha 25 (ノ凡､■∴
25 AmaqMa｢伽● 0,55ha

2626 Am∂q｣u∩1｢ah 1h己
′+

2727 Mahs∪∩ 0,40ha

28呈8 Sanruyun 0.50ha

>'/�"'.<:ir.ン/? ■ 且声′タだ'10
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A - 6 現地写真



写 真
N T B 州 ロ ン ボ ッ ク島
岩≡= … 岩;

M a t a r a m 地下水事業所担当者との 打合せ

G E N G E L A N 地区の既存配水タ ン ク

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( A k a r - a k a 一 地 区)

プ ロ ジ ェ クト侯輪地 取k a 8 地区) 付近の既存浅井戸

G E N G E L A N 地区の既存ポ ン プ場

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (A m o r- a m O 一 地 区)

へ の ア ク セ ス道路

;慧

プ ロ ジ ェ クト侯補地 (A k a r -

a k a 一 地区) へ の

ア クセ ス 道路

しチ

プロ ジ ェ クト候補地 由k a s 地区) 付近の既存深井戸
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S ll m b a w a B ぞ S a r 地下水草葉所

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S a b e d o 地区) 付近

の既存 エ ン ジ ン

軒

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S a b e d o 地区) 付近

の既存配水ボ ッ ク ス

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S a n e d o 地区)

鞄
.

邑

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S 8 b e d o 地区) 付近

の 既存ポ ンプ場

三主皇与遜

プ ロ ジ ェ ク ト候補地付近 ( W o n o gi ri 地 区)

の既存ポ ン プ

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( A l且 S 地 区)

･

や顔攣
∴車サニ三.乍∃

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( Al a s 地 区) で の

農民 へ の聞取り調査
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プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( W aib a o 地区)

T ＼ ､
丁 ･ゝ.

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( W ai b a o 地 区)

へ の ア クセ ク道路
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ト侯補地農家間取り蘭査

(S 11 m b 8 Ti 皿 Ⅶ r)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地付近の既存配水ボ ッ ク ス

(S n m b a Ti m ll r)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S u m b a T i m l l r)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 (S u m b a B a r 8 t)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地付近の既存ポン プ垢

(S u m b a T i m u r)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 ( S Ⅶ m b a T i 皿 Ⅶ r)
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プ ロ ジ ェ ク ト候補地で の農家間取り調査

(S Ⅶ m b a B a r a t)

プ ロ ジ ェ ク ト候補地 へ の アク セ ス 道路

(S u m b a B a 一之t)
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